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大熊喜代松先生

小林 咲子 さん

辻久視 氏

成田ノ贋邦

跡部 敏之先生

菊池 義勝先生

土谷 さ とる

（親の会創立を指導 した元言語教室担任

（ 初代全 国言語 障害児 を もつ親の会会長

（ 2 代全 国言語 障害児 をもつ親の会会長

（ 硯全 国言語 障害児 を もつ親の会会長

（ 北海道最初の元言語障害学級担任

（ 岩手県最初の元言語障害学級担任

（ 本会副会長・北海道親の会会長

市川市在住）

袖ヶ浦市在住）

秋田市在住）

盛岡市在住）

江別市在住）

盛岡市在住）

札幌市在住）

言語障害児教育 の始 まり親 の会 の始 ま り

司会 30周年記念大会 に合わせて、記念誌 を発刊

する こ とに な り ま した 。 そ の 中 に、 親 の 会 の 歴 史

を振 り返 り、今後 の活動 の在 り方 について、先輩

の方 々か らお話 を伺 い、言語 障害児 を もつ親の会

の指 針 と して掲 載 さ して頂 きた く、 座 談 会 を企 画

いた し ま した 。

先 ず もっ て 、 ご多 忙 の と こ ろ ご参 加 くだ さ っ た

ことに感 謝 申 し上 げ ます 。

早速ですが、会長 か らご挨拶 を頂 きます。

成田 お 忙 しい とこ ろ、 ご参 集 くだ さい ま して 、

まこ と に あ りが と う ご ざ い ま し た 。

親の会発祥の地 、千葉 で全 国大会 が開催で きた

上に、 30年の歩み につ いて、後 々の世代 に まで残

せるお 話 を伺 え る こ と を 、心 か ら喜 ん で お ります 。
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今、私共 の周 囲 には解 決 しなければな らない問

題が 山積 してお ります。例 えば通級制導入後 の教

室経営 、教員 養成、教育予算 に関わる こと、幼児

教育 の問題 、長 じては これ らの子 の就労 の問題 な

どです 。

これ らの課題解決 に向けて会員一丸 となって努

力して い る と こ ろで す が 、 この機 会 に先 輩 の み な

さん の ア ドバ イス を戴 き、 これ か らの 活 動 の 方 向

を探 っ て い きた い と考 え ます 。 限 られ た 時 間で は

ありますが 、 よろ し くお願 い致 し ます 。

司会 親 の会 の歩 みは、大 き く 3 期 に分 けること

がで きるか と思 い ます 。

1 期 は仙台 と千葉 で始 めた 「教 室親の会」の活

動が 中心 とな り、全 国親 の会の事 務局 を千葉市立

院内小学校 に置 いた時期 。第 2 期 は、事務局 を全

国心 身障害児福祉財 団 に移転 した昭和5 0年か ら60

年まで とし、第 3 期 を、辻 会長の就任か ら千葉大

会を迎 え た今 日 まで と考 え ます 。

そ こで、それぞれの時期 を顧み なが ら、この教

育や親の会活動 を今後 どの様 に していった らよい

のか につ い て 、 考 え てみ た い と思 い ます 。

先ず大熊先生、口火 を切 って頂 けませ んか。

大熊 市川市の異聞小学校で「国語科治療教室」

の担当 を 4 年 間やった後 、昭和32年に千 葉市 の大

森小 学校 に移 って治療教育 を続 け ました。

そ こで初代会長 の小林 さんの息子 さんに出会 っ

た こ とか ら、 ドラマ が 始 ま っ たの です 。

治療教室 とい うのは、学校教育法 の規程 にない

もので したの で、正式 な教員 の配 当がな く、学校

の都 合 で 、 い つ 廃 止 され て し ま うか わ か ら ない 不

安定 な もの で した。 そ れ を何 とか した い と、小 林

さんに相 談 に乗 って もらい 「治 療教室 父母 の会 」

を作 っ て、 県 や 市 に陳 情 を し ま した。

大熊喜代松先生

い ろ い ろ な こ とが あ りま した が 、 遂 に千 葉 駅 に

近い院内小学校 に特 殊学級 と しての治療教室が で

きて 、 そ こへ 移 る こ と に な った の で す 。 昭 和 34年

のこ とで す 。

司会 小 林 さん 、 そ の 頃 の こ と を…

小林 父母の会 とは言 ってお りますが、お膳立 て

を して くださったの は先生 で、先生 は大変 だった

と思 ます 。 親 の 会 も参 考 にす る もの が 何 もな く、

すべてが手探 りで した。

先生の立場 も曖昧 な ら、教室 の予算 もない とい

とい う状 態 で したか ら、「先 生 と予 算 を くだ さい 」

とい う陳 情 が 仕 事 の よ うな もの で した。

親が寄付で きる程度 を越 えた高価 な機 材が必 要

だったのです か ら、随分 お願 い しま したが、叶 え

ら れ る こ との 方 が 少 な か っ た よ うに思 い ます 。

司会 教室か ら親の会 の会報 が出てい ますが…

大熊 発行責任者が、 1 号 は小林 さん、 2 号は事

務局 、 3 号 は小 川 さん の よ う に、 変 わ って い た と

思い ます。′J、川 さんは院内小 学校 の P T A の方で 、

同時に治療教室後援 会貞 にもなって活躍 してお ら

れ た の で 、後 援 会 の 力 をお借 り した い とい うこ と

か ら、責任者 になって戴 いたのです。

司会 と ころ で 、 当 時 の教 室 の 名称 は ？

大熊 話が少 し長 くな りますが、私が異 聞小学校

に勤務 していた昭和 26年か ら、文部省 の指定で 国

語科教 育の研 究 を し、国立国語研 究所 の平井 昌夫

先生の指導 を受 けてい ま した。

研 究テーマが 「個人差 に応 じる教育」 だった こ

と もあ って、平井先生か ら「治療教育」 について

お教 え戴 き、「日本治療教育研究会」（編集 者注 ：

設立 当時 は 「遅 進児 国語研 究会 」。現在 の 「日本

言語障害児教育研 究会」） に も参加 しました。

治療教育 とい うの は、例 えば読 む力 だけが十分

に身 に着 い てい な い とか 、割 り算 の や り方 だ け が

不 十 分 とい う子 ど もた ち に 、 そ の部 分 だ け を取 り

出 して指 導 す る こ とで 、読 み 方・ 話 し方 に焦 点 を

当 てた特別 な指導 は、治療教育 です 。

だか ら「治療教室」 と言 ったのです し、東大の

三木先生 が 「言語」 とい う用語 を用 いた方がいい

とお っ し ゃっ て い る と、 人づ て に聞 い た もの で す

か ら、「言語治療教室」 としたのです。

司会 最初 は、読 みの指導 だった ようです が…
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大熊 そ うです。研 究が進 んで、昭和29年 か ら研

究テ ーマ を「話 す こ と」 に発 展 させ ます 。だ か ら、

読む こ と・ 話 す こ との 両 方 をや ろ う と した の で す

が、 マ ス コ ミ に 取 り 上 げ ら れ る よ う に な る と 、

「 発音指導」の希望者が急激 に増 えて しまい、「話

しこ とば」 の 指 導 だ け に な っ た の です 。

司会 －マ ス コ ミの 力 は大 きい です ね。

大熊 市内 だけで もな く、県 内だけで もな く、県

外か ら も殺到 して来 ました。幸 い院内小学校 の石

渡校 長先生が 、「教育 愛 に国境 は ない」 と新 聞 に

た く さ んの 投 稿 や 投 書 を して支 援 して くだ さ り、

市の教 育委員 会 も了解 して くれて、教 員 も増 え、

母親教室の運営 も可能 になって来 ました。

行木富子先生や盛 由紀子先生 がおいで になった

のは、その 頃です ね。

司会 平 岡 さんが 登 場 す る の も、 そ の 頃 にな りま

し ょ う か ？

大熊 昭和37年 に、産経新 聞が後援 して F耳や こ

とばの不 自由な子 を もつ親 たちの全 国大会 J が 開

かれ、産経新 聞社長が 会長 にな る「ことばの不 自

由 な子 を もつ親 の全 国協 議 会」 とい う会 が で き た

のですが 、平 岡 さんが言 語の親の会 を代表 して常

任理 事 に な っ て い ます か ら、 そ れ よ り少 し前 に事

務局 の仕 事 を して頂 け る よ う に な っ てい た と思 い

ます 。

なお 、 この会は、 この時 だけで後が続 きませ ん

でした。 難 聴 児 の 親御 さん と一 緒 に とい うこ とだ

ったのです が、 目指 す ことが違 っていたのが、永

続しな か っ た原 因 で しょ う。

「全 国」 とい えば、翌年 の 38年 に、「言語 障害

児を もつ親 の 会」 の全 国 組織 を作 ろ う とい う動 き

が出て、39年 には、上野 の東京文化会館で第 1 回

の全 国大会 が開かれてい ます。

司会 そ うする と、 38 ～ 39 年頃が全国組織の萌芽

期と考 え て い い わ け で す ね 。 と ころ で そ の 頃 は 、

どの位 の言語教室 があ ったので しょう。

大熊 全 国組織 がで きた昭和 39年度の学級 数 は、

全国で僅 か10学級 で した。

司会 国や文部省 は、 どの よ うに考 えていたの で

し ょ う ね 。

大熊 昭和 34年 にW H O か らM ・ パ ーマ ー博士

（編集者 注 ：A S H A 会 長）が 来 日され、聴覚 ・

言語障害教育 の振興 につ いて勧告 したの ですが 、

役所 は何 ら反応 しませ ん で した し、 世 論 も変 化 し

ませ ん で した 。

その後 も、実験学校 の報告 な どもあ ったので 、

内部的 には検討 されていたか も知れ ませ んが、表

向きに は 、素 早 い対 応 は なか った よ う に思 い ます 。

司会 言語 障害は軽い障害 と考 え られていたので

し ょ う か ら ね 。

小林 確 かにそ うですね。文部省 に行 ってみ て も、

盲・聾・肢体不 自由・精神薄弱・慢性疾患の病弱

児については熱心 なのですが、言語障害 につ いて

は、 よ くわ か って い ない と感 じま した 。

親の 中にも、言語障害 は治 る もの、軽 い障害 と

考えていて、親の会の必要性が理解 で きない人 も

少な くあ りませ ん。 そ の よ うな人 は 、 わ が子 の指

導が 終 る と Fさ よ う な ら』 で、 中 に は 、初 め か ら

親の会 に入 らない人 もい るのです。

初代会長 小林咲子さん

そ こへ い く と、 真 か らご苦 労 な さ った 親御 さ ん

の場合 には、ご 自分 が少 なか らず人様 のお世話 に

なっ た こ とを 、お 返 し し よ う とい うお気 持 ちか ら

か、後 に続 く人のため に頑 張 って くれてい ますね。

司会 初期 の頃の親 の会の役 員が、その後の親の

会を背 負 う人 を育 て た の で し ょ うね 。

菊池 やっぱ り、大熊先生 が役 員 を育て、その育

った役員が大熊先生 と一緒 になって、次代の役員

を育 て た と い う こ と で し ょ う 。 一 人 の 力 で は で き

るもの で は あ りませ ん し、 わ が 国 の 言 語 障 害 児 の

ため に 、 や らな き ゃ な ら ない 、 とい う、 止 む に止

まれ ぬ気 持 ち だ った の で しょ う。

大熊 今 にな って思 うと、 テ レビ出演 な どに も、 親

も子 ど も さ ん も抵 抗 な く出 て くれ ま した 。 プ ラ イ バ

シー な ど と面 倒 な こ と を言 う人 は い ませ ん で した 。

あの 「ことばの治療教 室」 と言 う番組 につ いて
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も、東京の百 目鬼 さん、会長の小林 さん、事務局

長の平岡 さん に随分働 い て もらったのですが、嫌

がらず に出演 して くれ た親子が いたか ら、長 く続

いた の で し ょ う ね 。

司会 大熊先 生か ら貴重 なお話 をた くさん伺 って

参り ま し た 。

この辺 りで 秋 田 の 辻 さ ん。 仙 台 と千 葉 の両 方 を

知っている貴 重 な存 在ですので、仙台の状況 を話

して頂 け ませ ん か。

辻仙 台 と千葉 があたか も村 立 していたかの よ

うに感 じて い る 人 もい た よ うで す が 、 別 に言 い 争

った り、喧 嘩 を して い た わ け で は な い筈 で す。

同 じ言語障害児へ の教育 で、研 究テーマ も両方

共「個 人差 に応 じる教 育」。 た だ、取 り組み方 や

指導の方法 に違いが あっただけだ と思 のです。

千葉で は、読みの治療教育 、そ して言語障害児

教育へ と発展 させ たのに対 し、仙 台は ローマ字教

育か ら東北の耽 り音矯正 、そ して言語 障害児教 育

に辿 り着 くの です か ら手 法 が違 うの は 当 然 の こ と

です。

驚 い た こ と に は 、「ス ター ト時 期 」 も 「教 室 親

の会結成時期」 も「校外・市外・ 県外児童 受け入

れ」 も、「研 修生の受 け入 れ」 も非常 によ く類似

二代 会長 辻 久祝 さん

して い るの で す 。

大 きな違 いは、濱崎先生 の手 法は国語音声学の

専門家か らは高 い評価 を受 けて も、素人離れ を し

たと こ ろが あ り、 中央 か ら離 れ て い て 、専 門 家 の

支援 もなか っ た こ とか ら、広 く知 られ な か った の

だと思 い ます 。

早い時期 に、東北の親 の会連絡協議 会が結 成 さ

れ、 東 北 6 県 の纏 ま り もで きてい ま した。

千葉 と仙台の関係 を、鎌倉 と平泉の 関係 になぞ

らえ る人 もい ます が 、 両 方 の 長 所 を合 わせ て い た

ら と、今 に な っ て考 え ます 。

含欲に托鉢修行 草創期の研修

司会 言語障害児教育 に村 する関心が高 まって来

た初期 の段階 で、研修 を受 け られたのが、跡部先

生や菊池先生 です ね。

その頃の様子 を聞 かせ て くだ さい。

跡部 昭和 39年 の秋 で、年度 の途 中で した。 まだ

内地留学制度がで きる前の こ とです。

7 名の者がお茶 ノ水女子大学 の田口恒夫 先生 の

許へ参 りま した。必ず しも受入 れ態勢 が整 ってい

た わ け で は なか った と思 い ます 。

3 日程大学 に通い、あ とは思 い思 い 自分 で研修

先 を見付 けて潜 り込 んだ ものです。私 は院内小 学

校にお 世 話 に な りま した 。 “托 鉢 研 修 ” とい う言

葉が生 まれた ように、 どこかで関連 の研修会 や講

座 が あ る と聞 け ば、 ど こへ で も出 掛 け る とい う食

欲振 りで した 。

菊池 私 は昭和4 1年 か らで した。お茶の水女子大

学が定 員22名 の受 入 れ をす る とい う と き に、4 0名

近くも集 まる とい う始末 で した 。 この 年 か ら急 激

に増 え た よ うです ね。だか ら、東 北 の 人 は 仙 台 で 、

近畿 の 人 は大 阪 で とい う よ う に、 ど こか の段 階 で

研修 先 きが 振 り分 け られ た節 が あ り ます 。

大熊 都道府県派遣の研修ではな く、市町村単位

の派遣 だ と、大学 では受入 れ切 れ な く、院内小 学

校が臨時 に受入 れる ことにな り、院内の先生 は未

だ経験が浅 く、自分 の ことで精 一杯 とい う先生 ま

でが、指導者 にな らなければな らず、大 変だ った

と思 い ます 。

辻特 に地方 にあ っては、担 当 をする先 生の研

修は重大事で 、第 1 回親 の会大会 か ら、大会決議

の第 1 項 目に掲 げてい る程です。

跡部先生や菊池先生 を見 ればわかる ように、研

修を終 えて 地 方 に帰 っ た後 は、 県 内 の リー ダー と

して 、教 員 養 成 も して 頂 い て い ます 。

数の上ではそ う多 く残 ってはい ませ んが、ベ テ

ラ ンの 先 生 方 は 、 そ うい っ た仕 事 も して くだ さ っ

たもの で す 。

跡部 あ ま り正確 ではないのですが、それか ら 10

年位 、中央 の大学 が研修 生 を受入れ ます。 ところ
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が、地方の大学に臨時教員養成課程や専攻科がで

き、更 に大学 院が設け られ て、研 修が地域化 して

いくわ け で す 。 そ れ な りの 意 義 は あ るの で す が 、

“質”の面 でいか が な ものか、 とい う声が 聞か れ

るよ う に な り ま し た 。

一方、 国立特殊教 育総合研 究所がで きて、 3 カ

月、 6 カ 月 、 1 年 研 修 が 行 な わ れ る よ う に な り、

教育委員会 は公 的機 関 を優先 させ るようになるの

です。 もはや、あの先生 の許で研修 を したい な ど

とい う個 人 の希 望 が 聞 き入 れ られ る時代 で は な く

なったの です ね。

特殊教育 の上級免 許状取得 などの特典はあ って

も、専 門性が少 々疑 問です し、研修 を受け る側 も

受け 身 に な っ て い る よ うに見 え ます 。私 た ちの場

合は 、一 般 の教 員 研 修 とは違 う とい う 自負 が あ っ

たのです が、今 それを望 む方 が無 理 なのか も知れ

ませ ん ね。

菊池 だ か ら、新 しい シス テ ム で育 て られ た 人 た

ちは 、情 熱 が ス ポ イ ル され て い る の だ と思 う。

私 た ち の 頃 は 、道 を外 して お らず 、子 ど もの た

めに な る こ と な ら 、 何 で も で き ま し た 。 だ か ら 、

菊池 義勝先生

仙台で研修 しなが ら、千葉へ も出掛 けて行 き、 自

発的 に学習 して吸収 し、無駄 な く蓄積 されていっ

たのです。

今は、言語障害児教育の研修なのに、精神薄弱

の養 成課程 に研 修 に出 した県 もあ る程 で すか ら、

本人の研修意欲 が削がれ るの も、無理 はあ りませ

ん。 やは り托鉢修行 をす る位の意気込みが ほ しい

です ね。

跡部 こ とばの教室 が沢山で きたためか、言語障

害児 の教育が形式化 して きたためか 、魅力が無 く

なっ て きた の か 、 よ く解 か ら ない と こ ろが あ りま

すが、自 ら進 んで言語 の長期研修 を受 けたい とい

う先 生 が 減 っ て きて い る よ うに 聞 き ます 。

特殊学級以下 の処遇 を される懸念 があ るのか も

知れ ませ ん。 長 期 研 修 に 出 る と、長 い こ と この 仕

事を続 け な け れ ば な らな い か ら とい う先生 もい る

ようで す 。

ま た逆 に、 折 角 この 仕 事 の お も しろ さが 解 か っ

てきた と こ ろ で 、 規 定 の 年 数 が 経 っ た か ら とか 、

あるい は突 然 転 勤 させ られ る とい っ た不 合 理 な こ

とが 沢 山 あ る よ うで す 。

大熊 治療教育 を始め て 1 年 日、子 どもの様子 を

見た 田 口 先 生 に 、「一年 指 導 して も良 くな っ て い

ませ んね」 と言 われま したが 、後 で 「一人の子 ど

もを救 う とい う こ とは 、 そ の子 が 税 金 を納 め られ

るよ う に してい る価 値 あ る仕 事 を して い る こ と な

のだ 」 と 励 ま し て くだ さ っ た こ とが あ り ま す 。

今の先生方 も、その よ うな気持 ちで この仕事 を

考えて くれ る とい い の で す が ね。

専門研修 の充実 を

専門教師の資格制度の確率

辻言語障害 の教育 を進 めてい くため に、．文部

省は通 級 問題 を整 え よ う と してい ます が 、 全 く手

を触 れてい ないのが資 格問題 です。教貞で あれば

知的障害で も言語障害で も情 緒障害で も、何 で も

できる とい う こ とで は ない筈 で す 。

私 た ち 親 は 、専 門 の 領 域 を しっか り研 修 し、 よ

り効 果 的 な指 導 して も ら え る よ う、 望 んで い る の

です。

厚生省が言語・聴覚療法士の資格制度を法制化

し よ う と して い る よ う に、 言 語 障 害 児 教 育 を確 か

なものにす るため には、研修 に連動 した資格問題

をしっ か り考 え て い か ない と駄 目だ と思 う。

大熊 昭和30～40年代 には、厚 生省 の言語障害 に

対する認識 は浅 か った。だか ら教育が先行 したの

です が、今 はむ しろ厚 生省の方が、言語障害 は重

大問題 だ と、資格制度 な どに関心 を持つ ようにな

った の で し ょ う。

障害児・ 者団体 と手 を携 えて

強 力な省庁 への働 きか けも
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司会 実 は、明 日の大会でパ ネラーを仰せ付か っ

たの で 、 ゴー ル ドプ ラ ンや エ ンゼ ル プ ラ ン を見 直

してみたのですが、 これ は文部 、厚生 、労働 、自

治省 が 共 同 で作 った もの の よ うで す 。 しか し、 ゴ

ール ドプ ラ ン を見 て も O T ， P T は予 算 化 され て

いるの に、 S T や 言 語 障 害 は ど こに も見 当 た りま

せん。

言語 障害 は福祉の村象 になっていない のです。

教 育の領域 では、通級が制度化 されて、一歩前

進した反面、幼児へ のサ ー ビスが縮小 されつつあ

ります 。 エ ンゼ ル プ ラ ンで も言 語 障 害 が 除外 され

てしまう と、「言語 障害 幼児」 は どこへ 行 けばい

いの で し ょ う か 。

これ まで、文 部省 の方 だけ を向 いて来 たので、

厚生省 か らの情報 は入 りに くか ったのです。障害

者基本法が変 わ り、障害者 の概念 も変わ りま した。

厚生省では、言語障害者は「身体障害者」の範

時に入 っていて、社 会援護 局厚 生課が窓口、精神

薄弱者は児童家庭局障害福祉課、精神障害は医療

保健局精神保健 課 とい うように、担当がバ ラバ ラ

なんです。だか らなお更、言語障害 のこ とが理解

され に く くな っ てお り、第 一 、福 祉 六 法 に載 っ て

いない言語障害 は相手 に して貨 えないのです。

18才 を越 える と、医療 で S T が失語症 や聴覚障

害の リハ ビ リはで きる こ とに な っ て い ます が 、幼

児のための言語指導が欠落 してい ます。

私た ちは、 日本障害者協議会 に加入 し、高 い会

費を払 ってい ますが、話題の殆 どが肢体不 自由 と

精神薄弱の ことばか りなので 、この種 の会 合 を敬

遠した 経 緯 が あ ります 。 その よ うな こ とが 、福 祉

に 関 す る こ と に無 知 に な っ て い た の だ と思 い ま

す。

知 ら ない で は済 ま され な い こ とが 沢 山 あ るわ け

ですか ら、 この大会 を契機 に他 の障害児・ 者団体

と も手 を取 り合 っ て 、親 の会 の新 しい 方 向 を探 っ

ていか なけれ ば な らな い と、考 えて い る と ころです 。

小林 初 めの 頃 は 、文 部 省 も何 もわ か ろ う とは し

ませ んで した。足繁 く文部省 に通 って、顔 を突 き

合わせ て い る うち に 、 だ ん だ ん理 解 して くれ る よ

う に な り ま し た 。

です か ら、他 の障害児・者 団体の力 を借 りる と

同時に、役所 や関係機 関に積極 的 に働 き掛 け るこ

土谷 さとる副会長

とが 、 まだ まだ必 要 だ と思 い ます よ。

司会 今大会 には労働省か ら初め て審議官が来 て

くれ る こ と に な りま した。 お 願 いの ご挨 拶 に上 っ

たと こ ろ、 言 語 障 害 の こ とは ご存 知 な か っ た の の

です が 、「 出席 して勉 強 させ て も らい ます 」 とわ

かろ う とい う姿 勢 を示 して くだ さ り、非 常 に嬉 し

く感 じ ま した 。

辻我 々の こ れ まで の歩 み を振 り替 え っ て み る

と、少 々遠慮勝 ちだった と思 い ます 。法律 改正 を

迫る ぐらい の迫 力が必 要 だっ たのか も知 れ ませ

ん。 そ こ まで に至 らな くて も、 関係 省 庁 へ の働 き

かけの方法 を研究す る必要が あ ります ね。

成田 な ん で もい い。 ど こで もい い 。谷 間 にい る

子ど もた ち の た め に な るの な ら、お 願 い に も行

成田 廣邦会長

く し、何 度 で も頭 を下 げ ます 。

今や らなけれ ばな らない対策が、更 に遅 れて行

くの が 、 目 に見 え てい るの で す か ら… 。

教育の現場 にいる先生方 に働 いてほ しい とい う

のは酷 な話です。校長・教育委員会 の手前 、おの

ずか ら限 界 が あ りま し ょ う。 大 熊 流 に言 え ば 、 親

をお だてて木 に登 らせ ればいいのですか ら、親 を

先頭 に立 てて、運動す ればいいんです。

その ためには、親 と先生 の粁 を一層 強め る必要

があ りますが、残念 なが ら教 室の先 生 と親の会が
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以前 の よ う′に二 人三 脚 で走 れ な い よ うな 地 域 も出

てい る よ うです 。 この 辺 の立 直 しも重 要 な 課題 だ

と思 っ て い ます 。

これでいいのか言語障害児教育

教師 も親 も原点 に返 って

跡部 教室が増 えて指導す る先生 の数 も多 くな っ

た代 わ りに 、か つ て の よ うに “情 熱 ” を持 って こ

の仕 事 に携 わ る 人 が減 っ て い る とい う こ と もあ る

ようです 。業務命令 で、何 がなんだか解か らない

まま に言 語 教 室 を担 当 す る 。 先 生 も大 変 な こ とで

し ょ うが 、子 ど もは もっ と大 変 です 。

こ う した現 実 が罷 り通 る と こ ろ に こそ 問 題 が あ

ある と思 うの で す 。魅 力 あ る 教 室 を こ しら え て行

く工 夫 が 大切 と言 わ な け れ ば な ら ない の で は ない

でし ょ う か 。

この ままでは、病気勝 ちで も本俸の 8 ％ の 手 当

が加算 され る “美 味 しい職 場 ” と な って 、 先 細 り

跡部 敏之先生

にな っ て し ま う の で は な い で し ょ う か 。

同様 に、親の方 も、か つての ような教室 開設、

専門教 師の確保 、教材 教具の整備 を声 を枯 らして

訴え る こ とが な くな りま した が 、 教 育 条 件 が 格 別

によ くな っ た か と い う と 、 そ ん な こ と は 無 い の で

す。「言語 障害児 に関 わる親や教 師 は、何 を成す

べきか」、原点 に返 って考 え ねばな らない重要 な

時期 なのか も知れ ませ ん。

次の大熊先生のお話 lま、座談会のときのお話で

はなく、大熊先生がお暮きになった日本言語障害

児教育研究研究会4 5年・ 舞30 回大会記念誌 F言

語障害児教育のあすを考える』の「あとがき」の

部分ですが、大熊先生の障害児教育への想いがよ

くわか り、私 たちに とっても大 事な内容ですので、

座談会 でお話 くださ った体裁 に して、転載させて

頂きます 。

大熊 改 め て45 年 をふ りか え って み て 、 次 の こ と

を 自問 自答 して み ま した 。

◇パーマ博士が指摘 した、言語障害関係の専門

教師・ 専門職の養成は、充実 した もの になって

い るか ？ そ して 、 い つ で も どこで も、 専 門性

の高い教師や専門職は確保で きてい て、必要 と

す る教 室や職場 に就 職で きてい るか ？

◇専門教師・ 専門職の研修 の充実 は ？

◇昭和 35年頃か ら手抜 きになった、学業不振 ・

学習障害の研 究 と対 応 は ？

◇巡 回制・ 通級制 による、教育制度 の真の実現

は ？

◇ア メ リ カ よ り35 年 も遅 れ て い た 日本 は、 ど こ

まで ア メ リカ に追 い 付 い た か ？

ア メ リカ を 目指 して少 しで も追 い 付 きた い と願

っ て こ こ まで 歩 んで 来 ま したが 、 目指 して い た姿

と現 実 の 今 の 姿 との 間 に は、 とて も大 きな隔 た り

があ ります。 わが 国独特 の伝統 的な風土 はあるに

しま して も、 目指 して来 た姿 を た どる 道 は 、 まだ

まだ遠 い といった感 じが私 にはす るのですが、い

かが で し ょ うか ？

司会 ど う も長 時 間 に わ た り、貴 重 な ご意見 を頂

きあ りが と う ご ざ い ま し た 。

言 語障害児教 育の ス ター トの時期 の ことか ら、

今後 の課 題 に ま で幅 をひ ろ げ て頂 き、尽 きる こ と

な い豊 富 な話 題 を ご提 供 頂 き ま した 。 詳 し く伺 う

とす れ ば恐 ら く膨 大 な 、 しか も貴 重 な資 料 が で き

あが る こ とは 間違 い の な い と こ ろ なの で す が 、何

分に も限 られた時 間の中で したので、要点だ け述

べて頂 き ま した。 語 り足 りな い 、 また は 補足 した

い こ と も沢 山 ご ざい ま しょ うが 、 この辺 で 閉 じさ

せて頂 き ます 。 あ りが と うご ざい ま した。
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